
         

 

 

 

 

 

 

「無い宝を求めずに ある宝を掘り起こすこと」  

 学年付き 大岸 理早子  

 

 自分にどんな能力があるのか、やってみなければ誰にも分りません。「自分は出来ない」

と思い込んでいる人は、何か難しい問題にぶつかると、「どうせできないんだから」と言っ

て問題解決への努力を放棄して、初めから努力する辛さを回避するための口実として逃げて

しまいます。 

 問題は「できない」と思い込んで自分の能力を抑えてしまうという、マイナスの自己暗示

にあります。やってみれば案外できるものです。１００％満足いかなくてもそこそこにでき

るものです。自分に与えられている宝に気づかず、その宝を掘り出す努力をしないのはいか

がなものでしょうか。「本当の自分」は道端には落ちていません。自分の中にあるのです。 

 

～修学旅行について～ 

 修学旅行直前になりました。 修学旅行の準備は大丈夫でしょうか。 

皆さんには旅行の中の色々な体験にチャレンジしてほしいと思います。 

旅がとても楽しくなる要素の一つは一緒に行く仲間との交流です。ぜひ思いやりをもって、

行動してほしいと思います。      

修学旅行はただの旅行ではありません。多くのことを学ぶ機会です。一生の思い出になる

修学旅行を良い形で、すがすがしい状態で旅に出ましょう。 

 

～進路ガイダンス～ 
１２月１９日（火）の１．２時間目に進路ガイダンスを行

いました。少しでも目指す進路への理解を深められました

か？将来像は早く描けると目標設定が早くでき、勉強や学校

生活のモチベーションに繋がります。今回のガイダンスで学

んだことを、これからの進路活動に生かしていきましょう。 

  令和 6年度 生徒会役員選挙で会長、副会長が決まりました！ 

会長 ２年５組 宮下 未羽さん   

副会長 ２年１組 古門 聡志さん 

生徒会は、生徒の皆が学校生活をより良くしてい

くために、生徒の代表として自主的に活動を行って

いく組織です。今後も活発な意見を交わし、学校を

盛り上げてほしいと思います。 

 

腰塚勇人先生による「命の授業」の講演が行われました 

１月２０日（水）講師の腰塚勇人先生による「命の授業」の講演が、全学生、教職員、保護者を対

象に本校で行われました。 

講演の中で腰塚先生は「命の喜ぶ生き方」を具体的な行動に移すため、次の「５つの誓い」を

自分との約束として立てたと言います。 

「口」は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。「耳」は、人の言葉を最後まで

聴くために使おう。「目」は、人のよいところを見るために使おう。「手足」は、人を助けるため

に使おう。「心」は、人の痛みが分かるために使おう。 

そして、最後に「皆さん『ドリー夢(ム)メーカー＝夢を実現しようとする人、誰かの夢を知り

応援しようとする人』になって下さい。」と力強く話されました。 

「命」をテーマとしたこの講演は、命の大切さ、生きていることの素晴らしさ、家族や仲間の

大切さなど、普段、どこか忘れている大切なことを改めて考えさせられる機会となりました。 

～今後の予定～ 

 

 

 

 

 

東播工業高校 第５９回生 学年通信 第１９号  １月９日発行 

潜龍 

 

 
 

 

 

１月 

 ９日（火）  始業式 

１０日（水）  課題考査 頭髪検査 

１５日（月）  学校生活アンケート実施（～１／２５） 

１７日（水）  １．１７黙祷 

２５日（水）  修学旅行結団式（５．６時間目） 

２６日（金）  修学旅行（～２９日（月）） 

３０日（火）  修学旅行代休 

３１日（水）  修学旅行代休 

   


